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スポーツの魅力を提供できるスポーツ少年団のあり方 ～現状と課題、そして今後の方向性～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２７日（水）に鶴岡市中央公民館で「庄内地区自作視聴覚教材発表会」が行われました。今年度は児童生徒

作品部門③、学校教育部門①、社会教育部門②の計６作品の出品がありました。作品の種類も紙しばい、カルタ、デジ

タルコンテンツ（パワーポイント）と様々なジャンルの作品が集まりました。発表会では、初めて知る庄内地方の歴史に驚

いたり、参加者全員でクイズに答えたり、地域の新たな良さを発見したり大変盛り上がりました。 

 紙しばいだけでなく、デジタルコンテンツ、カルタ等、作品の幅が広がった発表会となりました。今後もぜひ、視聴覚教

材の作成に取り組んでみてください。（担当：阿部） 

 

【児童生徒作品部門】 

★紙しばい  「日 本 のお米 の祖 先 【亀 の尾 】」  庄内町立余目第四小学校 イラストクラブ 

★紙しばい  「 ご み の す て 方 わ か る か な ？ 」  鶴岡市立朝暘第一小学校 柳沢さくらさん 

★デジタルコンテンツ  「酒井家入部４００年 鶴岡公園ガイド」  鶴岡市立朝暘第二小学校 加賀礼大さん 

【学校教育部門】 

★紙しばい  「わたしたちのみぢかな庄内の歴史」   庄内町 長島裕史さん 

【社会教育部門】 

★カ ル タ 「湯田川カルタ」  鶴岡市 湯田川地区生涯学習推進員会 

★紙しばい 「嘉平どからす」  鶴岡市 菅原正朝さん 

 

☆当日、会場に制作者が来場し発表していただいた作品を紹介します☆ 

＜ デジタルコンテンツ 「酒井家入部４００年 鶴岡公園ガイド」 鶴岡市立朝暘第二小学校 加賀礼大さん＞ 

 鶴岡文化財めぐりに参加したことをきっかけに制作された作品です。クイズを解きなが

ら鶴岡公園を散策すれば、今まで知らなかった鶴岡公園の秘密を知ることができます。

発表会では加賀礼大さんから、クイズの答えだけでなく、詳しい説明もしてもらいました。

発表を聞いた後に鶴岡公園を散策してみたいという気持ちになりました。 

来年の酒井家入部４００年事業にも活用できそうな作品でした。 

 

＜ カルタ 「湯田川カルタ」  湯田川地区生涯学習推進員会 佐藤智行さん＞ 

湯田川地区には、自然・歴史・風景・行事等多くの魅力があります。それをカルタ

に残していきたいという思いで制作されました。地域住民の方から、読み札、絵札を

募集し地域一丸で取り組んだ作品です。絵札は色鉛筆、クレヨン、水彩と多彩で制

作者の思いがいっぱい詰まった作品となりました。発表会では湯田川地区生涯学

習推進員の佐藤智行さんから説明していただきました。 

 
 

 

９月２５日（土）、三川町なの花ホールを会場に「令和３年度山形県スポー

ツ少年団庄内地区協議会研修会」が、上記標題をテーマに開催されました。

庄内地区のスポーツ少年団関係者約４０名が参加し、オンラインによる講演

を聞いたり、グループワークを行ったりしました。 

 

１．講演 演題：「運動・スポーツ・遊びの魅力を味わう ～ACP を活用してみよう～」 

講師：東京学芸大学教育学部 准教授 佐藤 善人 氏 

 ◆子どもたちが運動・スポーツの面白さを感じるには、運動遊びが重要 

  ◆走る、投げる、跳ぶ等、子どもの巧みな動きを作り出す様々な運動遊びの紹介  
 
２．グループワーク テーマ：「魅力あるスポーツ少年団活動で団員を増やすには」 

◆（事務局より）庄内地区の児童とスポーツ少年団団員の人数の推移について 

◆（事務局より）庄内地区のスポーツ少年団に行ったアンケート結果の紹介 

◆スポーツ少年団の魅力づくりについて、「指導者に関すること」「スポーツ少年

団活動に関すること」「団運営に関すること」等の視点でアイデアを出し話し合う 

◆全グループから、話し合われたことの内容を発表（活動内容の充実、指導者の 

研修の機会を増やす、保護者の負担を減らす工夫、地域への貢献の仕方…等） 

 

 今後のスポーツ少年団活動の魅力づくりや団員を増やすための様々なアイデアを共有できた研修会となりました。アン

ケートの結果をまとめたものを各市町スポーツ少年団本部にお渡ししていますので、各スポーツ少年団でも話題にして

いただき、スポーツ少年団の魅力につなげていただきたいと思います。（担当：清和） 

 

令和 3年度 次世代の地域づくり中核人材育成事業 

「地域を元気にしたい！」という朝日地域高校生ボランティアサークル

「かだんこの会」の思いが、形になってきました。発信チーム、子どもチー

ムなどに分かれ、学校が終わった後に地域のコミュニティセンターに集

い、構想を練り、企画書を作成し、見通しを持って動き出しました。高校

生が自らの思いで活動に向かうことで生まれる主体性、さらにその姿に

親身になって応える青年ファシリテーターの丁寧な関わりがうまく噛み

合っています。活動が盛り上がってくるとついつい楽しさを優先してしま

いがちですが、そんな時に、この取組の本来の目的に立ち返らせてくれ

る青年ファリテーター。様々な感じ方、思い、生活スタイル、そして暮らし

や生き方がある「人」を大事にしながら、地域での関わりの輪も広がり始めています。本取組については、庄内教育事務

所社会教育課ホームページでも「かだんこの会の挑戦」として紹介しておりますので、ご覧ください。（担当：岸田） 
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